
北九州市門司麦酒煉瓦館 指定管理者検討会 会議録

１ 開催日時   平成２９年１０月 ５日（木）１３：３０～１６：００

２ 場  所   北九州市役所庁舎 １５Ｃ会議室

３ 出 席 者   （検討会構成員） 植田構成員、福地構成員、南構成員、

横田構成員

         （事  務 局） 建築都市局整備部長、区画整理課長、

管理係長、担当職員

４ 会議内容

○ 当日の配布資料・議事次第等について、事務局より説明

○ 構成員の互選により、座長を選出

○ 施設概要、選定基準、評価（採点）の留意事項について、事務局より説明

○ 応募団体（特定非営利活動法人 門司赤煉瓦倶楽部）による提案説明及び、構成

員によるヒアリング

（構成員） 平成２７年度の活動計算書で減価償却費が計上されていないが、減価

償却しなかった理由は。

（応募団体）ＮＰＯ法人の事業の中で、テナントの貸付収入が一番大きな収入の柱

である。その中で売掛金等があって余裕がなく、このとき計上するの

が最善ではないと考え、会計処理上の問題で計上しなかった。

（構成員） 利益プラス減価償却費の形で資金は徐々に増えていくとは思うが、醸

造棟の借地契約が一旦終わったあとの資金は大丈夫なのか。

 （応募団体）ＮＰＯとしては、期限までに、ある程度資金を確保していくというこ

とだったが、それが今できていない状況なので、収益性の高い事業等

を行うことによってＮＰＯ自体もしっかりとした運営を行っていきた

い。そのためには、今の契約延長について貸主と協議をしている状況

である。

（構成員） 今まで指定管理をしてきた中で、課題や改善点、また、前回選定時の

提案と比較して今回より力を入れている提案等があれば教えてほしい。

（応募団体）これまで掲げた目標の中で、短期目標については、周辺施設と連携し

た駐車場の安定的な収益の確保が前回と比較すると生み出せている。 

中期目標としては、観光資源の活用面から産業観光の受け皿となるよ

うな取り組みの達成ができている。長期目標では、借地問題を解決す

るためにも潤沢なＮＰＯとなりうる努力が今後の大きな目標だと考え

る。現場に関して言うと、赤煉瓦プレイス内全体のイベント情報や地



域との連携が大里地区を中心にイメージ付けできている。市政だより

等の掲載もあり、煉瓦館での行事案内や、評判も広まっていると実感

している。課題については、煉瓦館の中の展示物がしばらく変わって

いないという部分に来館者からのご意見があるので、そういったとこ

ろを改善しないといけないと考える。

（構成員） 来館者数について、展示内容を変えることが難しいとのことだったが

ここ３年間２万５千人前後を維持している。その中でもリピーターは

どのくらいいるのか。

（応募団体）来館者数に関しては、イベント来場の方と煉瓦館に入館する方を別に

考えている。中には何度か定期的に来られる方もいるが、リピーター

の方は、正直多くない。ただ、産業観光の方などまだ一度も来てない

方はいるので、そこに向けて発信している。ごく一部ではあるが、マ

ニアの方など定期的な来場者はいる。

（構成員） 情報の発信方法だが、先ほど言われていた市政だよりや、ポスターや

チラシをどれくらいの数、どういったところに配っているのかと、他

の発信方法があるのかについて教えてほしい。

（応募団体）ＷＥＢ上の発信でいうと、市のホームページやフェイスブックがある。

チラシの配布枚数は、大きなイベントをやるときは１イベントにつき

約３千～５千枚を、市の出先や、交流のある企業、ギャラリーの利用

者の方に配布している。一番効果があると実感しているのが、ギャラ

リーの利用者が口コミで他のお客に宣伝をしてくれることである。

（構成員） 門司麦酒煉瓦館のホームページを拝見したが、最新情報の更新が遅れ

ているようだが。

（応募団体）システムに時々不具合が生じることがあり、現在改善中である。その

際は、フェイスブックを更新することで対応している。広報部門でい

うと、大里本町に居住している方々がイベント等の情報にとても敏感

なため、チラシを回覧板に差し込んだり、大里本町の居住にポストイ

ンしたりすることが有効であると実感している。地元のイベントとい

う意識が高いので、イベントの際の広報は、大里本町エリアで効果を

生む仕組みとなっている。

（構成員） 話を聞く限り、どうしても近隣住民の方へ向けての情報発信が大きく

それ以外の地区の方への発信が少し弱い気がするので、地区外の方へ

の広報も強化していただきたい。来館者の中で、外国人の方はどのく

らいいるのか。

（応募団体）コンスタントに個人で来るのが月に１０名ほどで、グループでは月に

２グループ、人数にすると４０～８０名程度の来館がある。

（構成員） 思っていたより少ない。

（応募団体）麦酒煉瓦館に入るのは大体それくらいだが、ＡＲＫのレストランはイ

ンバウンドが多い。その方々を煉瓦館に送り込めていない状況である。

近代化遺産の魅力がインバウンドにはまだ伝わってないように思える。

（構成員） 今回の提案の中で、安全対策と危機管理のところが、他と比べて非常



に定型的な中身になっているが、応募団体として、特に気を配った点

や成果があった点があれば教えてほしい。

（応募団体）建物の安全面でいうと、かなり古い建物なので、建物に対する改修は

考えていかないといけない。大里縁日や関門海峡花火大会などのイベ

ント時は駐車場も含め大変な混雑が予想されるので、警備体制を特別

に整えている。また、年末年始以外は常時開館しているので、赤煉瓦

プレイス内で情報の拠点となっている。その他、アテンドには安全面

や緊急時の対応について啓発したことが功を奏し、実際に倒れたお客

様がいたときに、ＡＥＤを使って迅速な対応をすることができたとい

う事例がある。

○ 構成員は、提案概要のヒアリングと質疑応答を受けて各自得点を記入し発表。そ

の後、構成員全員で意見交換を行った。

・「指定管理者としての適性」についての意見

（構成員）施設の性質を把握した上で、門司赤煉瓦プレイス内の他施設との効果

的な一括運営を行っている点や、当該施設に関する十分な知識、運営

実績は評価できる。人的・財政基盤が、現時点では運営に問題ないが

長期的な視点でみると安定しているか不明な点がある。

（構成員）地元有志で発足したＮＰＯ法人であり、地元の活性化のために当該施

設の有効活用をよく考えていると評価でき、施設存続への熱意が感じ

られる。定期借地している醸造棟の契約期限が到来する際の対応に不

安も残るが、すでに運営実績があり、ＮＰＯ法人としては健全運営で

あると認められる。

  （構成員）当該施設そのものに対する理解に加え、門司赤煉瓦プレイス内の他施

設との連動した活動実績や熱意も高い。市の観光施策、コミュニティ

施策、まちづくり施策の理解、関連性も評価できる。人的基盤につい

ては、地域に密着し、専門性も高い人材を有している。財政基盤につ

いては、将来の不安定要素はあるものの、一定の健全性は有している

と思われる。

  （構成員）施設の設置目的や地域をよく理解した上で、提案されており、熱意は

感じられる。これまでの実績も評価でき、また、業務に関する専門知

識を有していると思われる。

・「有効性」についての意見

（構成員）地域密着にこだわることなく、広報活動をもっと広域的に取り組むほ

うが、より集客につながる。

（構成員）門司赤煉瓦プレイス内の他施設を応募団体が所有しており、一体的運

営が容易で、これまでもイベント等一体的な運用が実施されている。

行政が推進するフィルムコミッションとの連携も有効と評価できる。

  （構成員）当該施設の特性を熟知しており、それに基づいた積極的な事業が提案

されている。地域との連携や広報活動も実績に基づいており、入館者



目標も実現可能な提案が行われている。観光客や地域住民等の多様な

利用者のニーズを把握し、満足度向上につなげようとする姿勢が感じ

られる。

  （構成員）積極的な営業など目的達成に向けた取り組みが計画されているが、門

司や大里地区以外への広報、認知度向上にもっと取り組み、当該施設

への集客につなげてもらいたい。満足度向上に向け、利用者以外から

声を聞くワークショップ展開は面白く、評価できる。

・「効率性」についての意見

（構成員）収入増加に向けた具体的な提案が弱い気がするものの、収益の一部を

市に納付する提案は評価できる。

  （構成員）収支計画は無理のない提案である。収益の一部を市に納付する提案は

評価できる。

（構成員）収入・支出とも門司赤煉瓦プレイス内との連携を意識した工夫が見ら

れ、効率的で妥当な計画となっている。収益の一部を市に納付する具

体策が示され、収入増加に向けた意欲が感じられる。

（構成員）収入増加に向け積極的な営業活動など計画しているが、より踏み込ん

だ具体案が欲しいところ。収支計画は妥当に思われる。

・「適正性」についての意見

  （構成員）地域一体となって一生懸命努力している点や、地域での雇用を生み出

そうとしている点は評価できる。

（構成員）専門性が高い人材が配置・育成され、また地域団体との協働も強く意

識されている。平等利用等については、必要な対策は講じられている。

（構成員）少人数で合理的な配置計画が行われている。平等利用等については、

一般的に想定される対策である。

○ 協議の結果、検討会として評価レベルを、

・適 性（１）施設の管理運営に対する理念は４、 

（２）人材基盤や財政基盤は３、（３）実績や経験は４ 

・有効性（１）施設の設置目的の達成は４、（２）利用者の満足度は３

・効率性（３）経費及び収支計画は３、（４）収入増加の創意工夫は４

・適正性（５）管理運営体制は４、（６）平等利用等は３ に決定した。 

○ 事務局が合計得点を発表し、検討会としての検討結果（総合的な所見）について、

次の発言があった。

（構成員）当該施設を活かしたイベント企画など、地元の活性化や集客につなげ

ようとしている努力は評価でき、今後も継続してもらいたいと思う。

魅力的なエリアであるため、インバウンドやリピーター客等より多く

の人に、施設の魅力や集客に向けた情報発信にもっと取り組んでもら

いたい。



（構成員）地元の方を中心とした団体が、地元の活性化のために頑張ろうとして

いる熱意が一番評価できる。一方、非営利団体で、大きな資本がある

わけではないので、定期借地している醸造棟については行政もしっか

り支援して欲しい。

（構成員）門司赤煉瓦プレイス内の他施設との一体性及び地域密着型の団体とし

ての特性を活かした、具体的で高い熱意を持った計画となっている点

は、指定管理者として相応しいと考える。また、当該施設が周辺地区

及び門司区、北九州市全体の活性化にも寄与していくことが期待でき

る。

（構成員）門司赤煉瓦プレイス内の他施設との一体的管理のメリットを活かした

運営計画や、活発な事業計画が提案されていると評価できる。当該施

設の魅力発信や地区外への広報について、もっと強化してもらいたい。

これまでの実績に甘んじることなく、謙虚にイベント等の事業を育て

て欲しいと思う。

以上、最終的な取りまとめを行い、市に対し、検討会として応募団体が十分

な管理運営能力を有し、指定管理者の候補として相応しいと報告した後、検討

会を終了した。


